












【要約】

 厚生省心身障害研究の情報活用方法としてのデータベース化の可能性と実用性について

検討し、電子データを使用したサンプル版 CD-ROM を作成した。

 昨年度の報告書の記載内容をフロッピーディスク(電子データ)で提出してもらい、分析

した結果、電子データは使用機種、OS、ソフトも多彩で提出の統一化は難しく、よた二段

組が災いしてテキストデータヘ変換することが困難であることから、テキストデータ形式

で提出してもらうことが無難であることが明らかになった。データベースについては検索

機能の能力でその選定する必要があり、適当なソフト選定が課題となる。従って現状では、

イメージデータとテキストデータを組み合わせる方法がコスト面、実用面で適当であるが、

今後のパソコン環境の進歩を考慮して電子データ(テキスト)提出の義務化を推進していく

ことが必要である。


